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研 究 主 題

生徒の意欲を高め、一人一人が生 きる特別活動

1主 題設定の理由

私達教 師が子 ど もたちに望む ことは、 日常 の活動 の中で目を輝か し、 自分の やろ うとして い

ることに自信を もって主 体的 に取 り組 もうとい う姿 であろ う。 しか し現在の中学生 を見 ると、

果 た して生 徒一人一人が意欲的 に活動 に参加 している といえ るで あろ うか。一方、生徒 が求 め

て いる 「自分を生かせ る、 そ して活躍 で きる」場 や機会 が学校 に乏 しいと もいえ るであろ う。

特別活動 は、教科の学 習以上 に自分 の興 味 ・関心 を生か して、仲間 と協力 しなが ら体験 し合

うことがで きる特質を もって いる。私達 は、「集 団の一員 と して よ りよい生活 を築 こう とす る

自主 的態度 の育成」「望 ま しい集団活動を通 して個性 の伸長 を図 り、 自己を生 かす能力 を養 う」

とい うことを再認識 し、それ らを学校現場 に実践的 に反映 させ ることが大切で あ ると考 えた。

そ こで研究主題 を 「生徒 の活動意欲 を高 め、一人一人 が生 きる特別活動」 と し、学級活動 と生

徒会活動 の研究実践 か ら本主題 に迫 ってみた。

第1分 科 会で は、学級 活動 の中で 自分 の個性 を十分 に理解 し、 それを 自分 の力 で、 また友達

との関わ りを通 して発 見 し、生 かそ うとす る意欲 の育成 をね らいと して 「生徒一人一人 が 自己

を知 り、生 かす ことので きる学級活動 の工夫」 を副主題 として研究実践を行 った。

第2分 科 会で は、副主題を 「生徒 の創意 を生 か し、主体性を育て る生徒会活動 への援助 の工

夫 」 と し、学校行事への協力 に関す る活動 を取 り上 げ、生徒が意欲的、主体的 に活動 す るため

の援助 はど うあるべ きか にっ いて具体 的 に研究実践 を行 った。

11第1分 科会 「生徒一人一人が 自己を知 り、生かすことのできる学級活動の工夫」

1副 主題設定の理 由

学年当初 の自己紹介 などを聞 いて いると、「長所 は特 にあ りませ ん」 とい った発言 を よ く聞

く。 これ は、小 さい頃か ら欠点 につ いて の指摘 はよ く受 けるが、よい ところへの賞 賛 はあま り

受 けて いない結果 で はないだろ うか。 また現在の生 徒 は一人一人 の持 っ個性 の中で、明朗活 発

な ことは長所 ととらえ るが、お とな しいとか真面 目とか いうことは短所 とと らえて いて、各 々

の もっ多様 な個性 を肯定 的に見 ることが できない結 果で はないか、 と本分科会 で は考え た。

この問題点 を解決 す るたあには、生徒一人一 人が 自分 のよ さを知 り、発揮 す ることので きる

集団活動 が必要 であ る。生徒 の中には、学級活動 の中で 自分 のよさがわか らずにそれを生 かす

場を見失 った り、他 か ら活動 につ いて評価 されずに埋 もれ る生徒 も少 な くない。

生徒 はだれで も学級 の中で 自分 を発揮 し、 自信 を もって生活 したい とか、友達 に認 め られて

今以上 に成長 したい とい う願望 を もって いる。その願 いを教 師は真剣 に受 け とめ、生 徒 の欲 求

をか なえて い く必要 がある。

本分科会 では、まず生徒 自身 が自分の よさを知 るための評価活動 を計画 的 ・積極 的 に行 い、

その結果 を学級活動 の中に活用す る ことが大切だ と考 え、本主題 を設定 した。
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2研 究の 内容

(1)研 究構想 図

主 題

生徒の意欲を高め,一 人一人が生 きる特別活動

}
生 徒 の 現 状 教師側の現状 と課題

・多様な興味,関 心を持っ生徒達
。認められたいという意識が強い

・友達関係を重視す るが,表 面的
な関わりが多い
・自分に自信を持てない生徒達

・指示持ち型生徒の増加

・教師主導型の学級活動

・生徒が主体的に評価す る場の必要

性
・肯定的な評価の不足

・心の教育の必要性

副 主 題II
1

生徒一人一人が自己を知 り,生 かす ことのできる学級活動の工夫II

一
仮 説

自己評価や相互評価などを計画的 ・積極的に学級活動に取 り入れ,そ れを生
か した学級活動を工夫することにより,集 団の中で生徒 自身が自己理解を深め

よさを発揮 しようとする意欲が向上 していくであろう。

研 究 内 容 ・ 方 法

学校行事 ・

学年行事 と
の関連を図

る

(1)研 究構想図

(2>評 価方法の研究(文 献,理 論研究)

③ 実態調査(教 師実態調査アンケー ト,生 徒意識調査ア
ンケー ト実施 考察)

(4)自 己 ・相互評価を取 り入れた学級活動の年間指導計画

(5)学 級活動指導実践例
ア 授業研究の実践

イ 授業研究の成果

① 生徒の意識の変容

② 学級活動のまとめ

道徳 との関

連を図 りな
が ら進める

研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題

(2)評 価方法 の研究

これか らの学級活動 は、生徒 の意欲 ・思考力 ・判断力 ・表現力 などの能力 を育成 す る と と

もに、一人一人 が自分 のよ さや可能性 を発見 して学級集団の中 で伸長 し、個性 を生 か して た

くま しく生 きる力 を身 につけさせて い くことが大切で ある。そ して これ らの目的を実現 す る

ため に、適切 な評価活動 とその評価 で得 た多 くの資料を いか に生徒 に還元 してい くか が重 要

な ポイ ン トになる。 そのためには生徒 を一面的 にと らえ るので はな く、個 々の資質 と活 動 に

よ る変 容を あ らゆる角度か ら観察 ・分析す ることと、生 徒 による自己評価 ・相互評 価 を取 り
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よ る変容を あ らゆる角度か ら観察 ・分析 す ることと、生徒 による自己評価 ・相互評 価 を取 り

入 れ ることが必要で ある。本分科 会で は、生徒一人一人 のよさを最大限 に生 かせ る学級 活動

の中で、資料 収集の ための様 々な評価方法 を検討 してい くべ きだ と共通理解 した。

ア 評 価の 目的

ここで は、学級内で の 「個 々の生徒の資質 や能力 、態度 の変容」 を評価 の 目的 に した。

イ 評価方法の分類

特別活動 での評価 のための資料収集方 法 と して は、教 師によ る観察法 ・質 問法 ・テス ト

法、 日誌 ・感想文 ・班 日誌 など諸資料活 用法 な どがあ るが、今回 は主体 を生徒 にお いた学

級活動 の中で の評価 とい う観点か ら、 自己評価 ・相互評価 を中心 において、特色 とその実

施方法 につ いて考 えて みる ことに した。

① 自己評価法

質問紙法 によ る方法が一般的で ある。作文 、 日誌 な どで も自己を見 っめ る評 価が可 能

自己の個性を知るための自己評価

く個人的資質を問 う自己評価観点例〉

・自分の適性 ・能力をどの程度理解 している

か。

・自分の興味 ・関心は何か。

・自分の長所 ・短所にっいてどの程度理解を

しているか。

・自分の現在抱えている問題を,ど の程度自

らが解決 しようとしているか。

〈社会的資質を問 う自己評価観点例〉

・リーダーとしての力や協調性が身について

いるか。

・集団の中で自分の考えを伝えることができ

るか。(自己表現能力)等

集団の中での自主的態度や意欲を

凧繍 懸_
・行事での自分の態度,意 欲 は。

・毎 日の生活での自主性,積 極性,適 応力は

あるか。

・自分 の抱 え る問題 を理解 してい るか 。

またそれを解決 しよ うという姿勢 はあ る

か。

〈社会的資質を問う自己評価観点例〉

・所属集団での,役 割 に対す る意欲 ・態度

は。

・集団生活の向上に対す る意欲 ・態度 は。

等

であ る。

有 効性

・学級 内での 自分の活動状況 をチ ェックし、 それ を自分の判断 で改善 してい くとい う

機 能があ り、 自己教育力 の育成 とい う点 か らも重要 な意味を持っ評価方法 で ある。

・個人的な資質であ る 「長所」「短所」や、活動状況 と変容 に対 す る評 価 を比 較的 簡

単 に行 うことがで きる。

・フ ァイ リングや ノー ト化によ る年 間を通 した計画的な実践 によ り、長期的視野 に立 っ

た 自分 の変容を 自ら評 価で きる。

配慮事項

・生徒 によ って は自分 に対 して客観視 できず、主観的かっ一 面的 にな って しま う こと

があ る。た とえば、性格 によ り過大評価 になった り、過小評価 ぎみ にな って しま う
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な ど、個人差が大 き く出て しまう場合があ る。

・活動 、 目的 によって評価項 目を十分考 え、選定 しなければ、評価 を生 か した活動 に

発 展 させ る ことがで きない。

② 生徒 による相互評価

テ ス ト法(主 にゲ スフーテス ト)や 質問紙法 が一般 的であ る。

有効性

・学級 の ほかの人が 自分 に対 して どう思 ってい るか、生徒 に とって はた いへん関心 の

高 い ことであ る。 したが って実施後の活用 の方法 の工夫 しだいで は、 自己の よ さを

深 め るという意 味で速効性 のあ る評価 だ と考 え られ る。

・生徒 の視点 に立 っ評 価であ るため、生徒一人一人 のよさを多面 的に とらえ るこ とが

で きる。

・生徒 の集 団の中での役割 な どの社 会性 が評価 で きる
。

配慮事項

・特定 の生徒 に評価 が集 中 しがちであ る
。

・学級生徒全員 に対 しての評価 では、個人へ の攻撃や欠点の指摘 に走 りがちにな る場

合 もあ るので、教 師 は学級 の人 間関係 を しっか りと把握 して おかなければな らない。

また生徒相互 の信頼関係 や学級 内の雰囲気作 りに努 あ、公平 ・公正 な評価活動 がで

きるよ うに配慮 しなければな らない。

③ 教 師 によ る日常 の評価

観 察法 ・面接法が主 な ものであるが、 その他生徒 による作 文な どの各種資料記録 法 が

あ る。

[
有効性

・観察法 ・面接法 は活用度が高 く
、教師の視点で 日常の行動や様子、変容 を評価 で きる。

・教 師間の協 力体制を作 り出せ た場合、多 くの資料 を収集 で きる。

配慮事項

・観察者 の主観 や先入観が強 く影響 して しま う。

・面接法 にお いて は、相 手 との信頼 関係 を事前 に作 り出す ことが大切 にな る。

(3)実 態調査

生徒 自身 は自分 のよ さを知 ってい るだろ うか。 また知 ろ うと して い るだろ うか。そ して

教 師 は生徒 のよさを認 め生 かそ うと努力 しているのだが、 ど こまで生徒 に浸透 してい るの

だ ろ うか。 また学級内 で生徒 が活躍す る場面 はあるのだ ろ うか。 これ らを教 師側 と生 徒 側

の両面 か ら調査す る ことによ り、 その実態がわか ると思 い、調査 した。

ア ア ンケー ト結果か らわか る こと

教 師244名 と生徒677名 にっ いて ア ンケー トを実施 し、教 師 と生徒 の意 識の違 いにっ い

て百分率 で示 し、次のペ ージに掲 げた グラフを作成 して考察 した。

① 「生徒一人一人 のよい ところを見っ ける努力を して いる」(自 分 のよい ところを見 っ

ける努力 を してい る)

教 師は→90%、 生徒 は→50%と 自分 のよさがわか らない生徒 が半数 い る。

一5一



② 「生徒一人一人を励 ます よ う努力 している」(先 生 や友人 か らほめられ ることがある)

教 師 は→90%、 生徒 は→40%と 日頃先生 や友人か らほめ られ ることが少 な く、 自分

のよ さを発見 で きない とい う生徒 の心が うかがえ る。

③ 「生徒一人一人 に学級内で活躍 す る場面 を作 るよ う努力 して いる」(学 級内で活躍 す

る場面 があ る)

教師 は→80%、 生徒 は→25%と 生徒 は、学級内で活躍す る場面が少 ないと感 じている。

④ 「自分 の活動や頑張 りを評価す るア ンケー トの必要性」

教 師 は→60%、 生徒 は→33%と 自分 の活動や頑張 りが評 価 され ることが少 ない。

⑤ 「自分 の活動や頑張 りを評価す る作文 の必要性」

教 師 は→60%、 生 徒 は→20%と 作文 を書 くことに否定的な意見が多 い。

⑥ 「学級内 で、生徒 のよいところを指摘 させ、認 め合 うよ うな機会 を もって いる」(学

級 内の友達 の立場 を考 え、理解す るよ うに努力 して いる)

教 師 は→50%、 生 徒 は→70%と 教 師の働 きか け以上 に生徒 は 「友達思 いであ る」 と

考 え られ る。

この調 査か ら、教 師 は生徒 のよ さを知 り励 ます努力を して いると思 って いるが、生徒

は自分の よさがわか らず ほめ られ ることが少 ないと半数以上が答えている。また生徒 は、

教 師が思 って いるほど活躍す る場面 や機会 があるとは感 じていない。教師 は、生徒が もっ

て いる可能性 を十分 に発揮す る場面 や機会 をより多 く設け ることが必要 であ る。 したがっ

て生徒 が自分 のよさを見っ けるための 自己評価 の実施 や、 お互 いのよさを認 め合 い気 づ

かせ るための相互評価 の機会を設定す ることが必要 であろ う。

麗1よ く・とても

《教師 と生徒の意識の違 い》

① 生徒一人一人のよいところを見っけるよう努力 してい

ますか。(自分のよいところを見っけるよう努力 していま

すか)
020 4060

上 段:教 師 薗 している皿
あまりいない ・ない

下段:生 徒 囹 いない ・ない

■ 無解答

② 生徒一人一人を励ますよう努力 していますか。(先 生や

友人か らほめられることがありますか)

灘難灘難

0

灘灘 灘懸
20 40 60

③ 生徒一人一人に学級内で活躍する場を作 るよう努力 し

ていますか。(学級内で活躍する場面がありますか)

0 20 40 60

/一 一"t"ノ1

/＼/＼!＼/＼/＼
＼/＼/＼/＼/＼/

⑤ 生徒一人一人に学級活動の様 々な場面で、自分の活動

や頑張 りを見っめるための方法 として作文などを書かせ

ていますか。(必 要だと思いますか)

0204060
写中艦 ＼/襲灘

賊 肱/＼

1!!、1

霊}＼!＼!＼/＼!＼!＼/＼!＼!＼/灘

!＼!＼!＼/、!＼!＼/＼!＼ 〆 、

④ 生徒一人一人に学級活動の様々な場面で、自分の活動,

頑張 りを反省や評価するためにアンケー トを作 り、行っ

ていますか。(必 要だと思いますか)

0204060

蕪 (× 〉

⑥ 学級内で、生徒のよいところを指摘させ、認め合 うよ

うな機会をもっていますか。(学 級の友達の立場を考え理

解するよう努力 していますか)

0204060

××

、 、 、 、 、 、
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〈調査結果〉

(4)自 己評価 ・相互評価 を取 り入れた学級活動 の年 間指導計画例

学級活動 の年 間指導 計画 は、学級 の実態 、学級 の特徴 、学級 に所属す る生 徒の考え方 や

生 き方 を重視 し、学級 の生徒 自身 によ る実践 的活動 が助長 され るよ うに作成 す ることが基

本 とな る。その中に、 自己評価 ・相互評価 を計画 的 ・意 図的 に取 り入 れ ることが大切 で あ

ると考 え、年 間指導計 画の中にそれを位置 づけた。

年 間指導計画例(2学 年)

学期 月 題 材 活 動 内 容 評 価 の 観 点 評価方法

・2年 生 と して ・一 年 の時 の反 省 を も ・自主的 に目標を設定 し 自己評価

一
壬
の抱負 とに目標 を立て る よ うと して い るか

5
・学級 の組織 作 ・役割分担,活 動 目標 ・組織作 りが協力 して行

学
り① を話 し合 う わ れたか

一 、

・一学期 の反省 ・一学期 の反省をす る ・計画等が適切か 自己評価

期 7 ・夏休 みの生 活 ・充実 した夏休み を考 ・目標が達成 され たか 相互評価

設計 え る

・二学期 の生活 ・生 活 目標 を考 え る。 ・一 学 期 の反 省 を基 に , 自己評価

目標 を立 てよ うと して 相互評価

二 9 い るか

・文化祭 への取 ・積極 的 に方法 ・分担 ・役割分担 を実行 し,皆

り組 み を話 し合 う と協力 で きたか

学
・学級 の組 織作 ・自分 の よ さを生 か し ・他 の人 の よ さ も認 め よ 自己評価

り② て班内係を決定する うと努力 していたか 相互評価

期 10 ・上級学校 と職 ・自 己 の個 性 ・特 性 に ・自分 の よ さを 理 解 し,

業 っ いて考え る 生 活 に生か そ うと して

い るか

・新年の抱負 ・3年 生 につ な が る 目 ・最上 級生 にな る心 構 え 自己評価

三 標を考え る がで きたか 相互評価

1 ・学級 の組織 作 ・そ れ ぞ れ の よ さ を 生 ・学級 内での 自分 の役 割

学
り③ かす よ うに班 の中 の を意識 で きたか

係を決定する
一

期
3

・1年 間 の 反 省 ・1年 間 の反 省 を し, ・充実 した次年度 を考 え 自己評価

改善 を考 え る る こ とが で きた か
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(5)学 級活動実践例

ア 授業研究 の実践

学級 の係活動 はどの学校 で もあると思 われ るが、本学級 では一人一 人が 自分 の役割 を

もち、よさを生 かそ うとす ることを重視 した。 さらに小集 団の中で責任 を果 たせ るよ う

班 の中で一人一人 が何 らかの係 となり、 日々の生活 の中で仕事 を分担する ことを考 えた。

学級 の中で は範 囲が広 す ぎて活躍 できない生徒 で も、班 という小集 団で あれ ば果 たせ る

のだ とい う責任感 を持 たせ ることがね らいであ る。

① 題材 「係活動 に責任 を もたせ、積極的 に活動 させ る」

② 活動 の テーマ 「班 内の係 を決定 しよ う」

③ 題材 のね らい

・自己評 価の実施 によ り、 自己のよさを認識 させ る。

・相互評 価の実施 によ り、個 々の持っ よさを認め合 い、気 づかせ る。

・評価活動 を生 か した学級活動 によ り、一人一 人の よさを小集団 の中で発揮 しよ う とい

う意欲 を育 て る。

・学級活動 の 自治 的な力 を高 め、学級 の質的向上を図 る。

④ 活動 の過程

〈事前 の活動>

a班 員 としての意識 を問 う自己評価 ア ンケー ト(資 料1)を 行 う。

b相 互 評価 による班長 の選 出を行 う。

c教 師の援助 の もとに、班長 が 自己評価 に基づ き活動の ア ンバ ランスがないよ う班 編

成 を行 う。(放 課後)

d自 己の よさを問 う自己評価 ア ンケー ト(資 料2)を 行 う。

e班 変 えの実施 と、同 じ班員 のよさを問 う相互評価 ア ンケー ト(資 料2)を 行 う。

f学 級委員等 の司会係 と班長 に、授業の 目的、進 行の方法を説明す る。(放 課後)

9自 己評 価、相互評価 に基づ き、班 の話 し合 いで班 の中での係を決定 し、 その決意 を

発表す る。(本 時)

h意 識 の変容 を見 るために、班員 と して の意識を問 う自己評価 ア ンケー ト(資 料 ユ)

を行 う。(後 日)

〈本時 の活動 内容>

a自 己評価 、相互評 価で 自己の持つ よさを発見す る。

b班 の中での係 の決定 と、一人一人 の決意の発表を行 う。

⑤ 本 時の展開

学習の流れ 活 動 の 内 容 指 導 上 の 留 意 点

活動の導入 ・司会係 による話 し合 いの進 め方 にっ い ・あ らか じめ 自 己評 価 の プ リ ン

て の説 明 を 聞 く。 トと相互評価 のま とめを配 っ

て お く 。

・班内の係の仕事の内容 を確認す る。
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・班長 の司会で 自己評 価 と相互評価 の結 ・お互 いの良 い ところを認 めあ

果を一 人一人見 比べ,自 由にその感想 え る よ うに確 認 す る。

を班 会議の中で発表 し合 う。 ・全員 の生徒 が話 し合 いに参 加

して いるか観察す る。

・自己評価 に基 づ き各 自が係 の希望 を 出 ・机間巡視 を行 い,円 滑 に係 を

す 。 決定 して いるか を確認す る。

・相互評価 に基づ き班員が推薦者を出す。

・立 候 補 ,推 薦 に よ り自分 の よ い と こ ろ

活動の展開 が生 かせ る係 を班 で決定す る。

・あ らか じめ用意 された画用紙 に自分 の ・画 用 紙 は発 表 の 時 に ,持 って

係,決 意 を書 く。 出 る 。

・授 業後 には教 室掲示 をす る。

・自分 が なぜ その係 にな ったか、係 に なっ ・何 人発表す るか はそれ まで の

て の決意 を発表す る。 時間を考 え,司 会係 と相談 す

る 。

・本 時に発表 で きなか った生 徒

は後 日発表 させ る。

ま と め ・司 会 係 が ま とめを 行 う。 ・自分 の よ さを これ か らの 生 活

・教 師 に よ る助 言 ,ま と めを 行 う。 に生 かす ことが どれだ け大 切

か を理 解 させ る。

⑥ 評価 の観点

a自 己 ・相互評価 を通 して積極的 に自分 と他の もっ よさを発見 しよ うとす る態度 を育

て る ことがで きたか。

b学 級の班活動、係活動 の中 で、 自分の よさを発揮 しよ うとす る意 欲 を育 てる ことが

で きたか。

c今 回の班活動 と、全体 に対す る発表を通 して、 自主 的に学級集 団を高 めよ うと い う

意欲 を身 にっ けることがで きたか。

⑦ 今後 の活動

a各 係会議 を行 い、一人一 人の活躍 す る場 を与 え、活動計画、 内容 を検討 す る。

b全 員 が本来 の 目的通 り、 自主 的、意欲 的に活動 して いるか、定期 的に評価 ・反 省 を

行 う。

c次 回の班編成 の時に も同様 の取 り組 みを行 う。
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資料1こ の資料 は班員 と しての意識 の高揚 と、席替 え時 の資料 であ る。具体 的 には点 数

化 して班 に偏 りが出ないよ うに工夫す るために行 った。

《班 員 と して の意 識 調 査 》

・自分 の班 の一 員 と して の意 識 を 確 認 して み よ う

1よ く2ま あ ま あ

1.あ な た は班 員 の誰 とで も仲 良 くで きます か

2.あ な た は班 員 一 人一 人 の よ い と ころを 知 って い ます か

3.あ なた は班 目標 を しっか り守 って い ます か

4.あ な た は 自分 か ら進 ん で仕 事 を します か

5.あ な た は最 後 ま で ね ば り強 く仕 事 を します か

6.あ な た は班 員 と何 事 に対 して も協 力 して いま す か

7.あ な た は リー ダ ー を助 け る よ う心 が け て い ます か

8.あ な た は 自分 と異 な る意 見 も尊 重 して い ます か

9.

10.

3あ ま り

あなたは班 の中で自分の役割を生 かせ る努力 を して います か

一人一人が 自分 のよさを見っ ける努力 を しています か

4ぜ んぜん

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

資料2こ の資料 は係決定の授業 時に どの係 にはどの項 目が必要かを考え、係 を決定 す る

ために使用 す る。 自己評価 と相互評価 は項 目を同 じに し、右側の空欄 に、 自己評価

に は資料1と 同 じ1234を 、相互評 価 には括弧 をっ け班員 の名前が書 き込 あ るよ

うに した。

《自分 の(友 達 の)行 動 ・性格をふ り返 る》

1.リ ーダー シップを発揮 す ることがで きます か(指 導性)

2。 相手の気持 ちを考 えて行動 で きます か(思 いや り)

3.話 し合 いや授業で 自分 の意見 を発表 で きますか(積 極性)

4.雰 囲気 に流 されず正 しく判断 し行動 できますか(公 正)

5.誰 に対 して も公平 に意見 を言 うことがで きますか(公 平)

6.当 番等 の奉仕 的活動 にま じめに取 り組む ことがで きますか

(奉仕)

7.整 理整頓 が きちん とで きますか(望 ま しい生活 習慣)

8.公 共物 を大切 に取 り扱 うことがで きます か(公 共心)

9.仕 事 はが まん強 く最後 までで きますか(責 任感)

10.何 事 に も コ ツ コ ッ と地 道 に取 り組 む こ とが で き ます か(勤 勉)

11.授 業 に意 欲 的 に取 り組 む こ とが で き ます か(向 上 心)

12.新 しい遊 び等 を っ くる こ とが で き ます か(創 造 力)
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イ 授 業 研 究 の成 果

学 級 活 動 で は、 生 徒 一 人 一 人 が 自分 の考 え を も ち、活 発 な意 見 の 交換 が 行 わ れ た 。

そ の 中 で、 自分 の よ さ を見 出 し、 係 活 動 を通 して意 欲 的 に生 活 して い こ う とす る雰 囲

気 が生 まれ て きた。 活 動 後 の次 の グ ラ フ に生 徒 の変 容 を見 る こ とが で き る。

《諸 活 動 にお け る 自 己評 価 の結 果 》

あなたはどのような場面に,自 分を生かしていると思いますか。(活動前)

〔%〕1010〔%〕

授 業i

当 番 活 動 ・

係 活 動;

生徒会・委員会活動

学 校 行 事

部 活 動i

〔%〕10

(活動後)

80

授 業

当 番 活 動

係 活 動

、生徒会・委員会活動

学 校 行 事

部 活 動

02011
1 壁o 1

60
1 1番Ol1叩

灘.1簸 灘il瀬蕪 !.鋼

]

〔女子〕
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】、濾 撫翼 ・;℃二・凱、.

ミ鑓::1ご :曇.ll'1

{

七 。こ:1ミ1きミ:
ざ"・

〔%〕

① 生 徒 の意 識 の変 容 … 生 徒 の 感想 か ら

《自己 の変 容 》

・僕 が一 番 た め にな った こ と は、 み ん なが班 の た め に努 力 しよ う と して い るの で 、 僕 も頑

張 ろ う と思 い ま した 。(T男)

・班 の み ん な と係 を決 め る こ とで 、 み ん な の よ い と ころ が少 しわ か った の で 、 よ か っ た と

思 い ま す 。 そ れ ぞ れ 、 自分 の 特徴 を生 か した係 が決 ま った気 が します 。班 の話 し合 い で

は 自分 の意 見 を しっか り と言 え て班 で の話 し合 い を進 め る こと が で きま した 。(A男)

《他 へ の思 い や り》

・授 業 を して 、班 の よ い と こ ろや協 力 す る とい う こ との大 切 さ を知 りま した 。 い ろ い ろ な

係 の分 担 を持 って 、班 の 中 で の一 人一 人 の大 切 さ を知 りま した 。(M子)

・授 業 で 、 み ん な が何 を考 え て い るの か 、 ど うい う こ とを考 え て い るの か とか 、 人 の い い

と ころ とか が とて もよ く分 か りま した 。 これか ら この調 子 で い け ば、 この一 年 が終 わ る

頃 に は 、人 の こ とが分 か る ク ラス が で きる と思 い ます 。(K男)

《今 後 の 決 意 》

・決 め る時 に は、 自分 の こ とだ け を考 え な いで 、 班 のみ ん なの こ とを 考 え て 決 め ま した 。

これ か らの私 の決 意 は 、生 活 係 と して 、 自分 の た あ、 班 の た あ、 ク ラス の た め に頑 張 る

こ とで す 。(N子)
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・私 はこの授業で、班 のみん なのいい ところやよ りよ くすべ きと ころを見っ けま した。班

の いいところ全部を知 りつ くして、す ご くいい班 に したいです。(E子)

② 学級活動 のま とめ

《成果が見 られた点》

・一人一人 が自分 の意見 をは っき りと言 い、それを しっか りと受 け とあよ うとす る雰 囲 気

がで きて きた。

・自分 の生活 の様子 を見直す ことと、 自分のよ さを再確認す る意味 で、 自己評価 ア ンケ ー

トは効果 があ った。

・お互 いのよ さを見 っけ るために相互評価 ア ンケー トを活用 したが、班員 の適性 を さ らに

発見 しよ うと して、班員 同士 の活発 な意見交換 が行 われていた。

・班員 が各係 の内容 を理解 し、さ らには係活動 を通 して前 向 きに生活 してい こうとす る様

子 が各班 に見 られた。

・全体 の前 で一人一人 が発表す ることにより、仕事 に対す る責任感 と係 に対す る自覚 を身

につ け ることがで きた。

・自分 と異 な る意見 を持 っ班員 と班 の話 し合 いを進 め る中で、 お互 いを理解 す ることと、

相手 を思 いや る態度 が芽生 えて きた。

・自分達 の ことは自分達 で とい う、 自発的な活動 が授業実践 の中で見 られるようになった。

・お互 いの信頼 関係 が豊 かにな り、 クラスの雰 囲気 がよ くな って きた。

・生徒 に画用紙 を使 って発表 させ たが、彩色 な どに工夫 が見 られ、視覚 に訴 えて 自分 を ア

ピール しよ うとす る様子 が見 られ た。

《改善 を必要 とす る点》

a相 互評価 ア ンケー トの集計 の結果 に、生徒 の名前 がかたよ る傾 向が見 られた。

b一 人一人 の意見 を尊重す るあま り、 なかなか時間内に係が決 まらない班 もい くっかあ っ

た。

c自 分 のな りたい係 を主張す るあま り、お互 いが感情 的にな る場面 も見 られ た。

以上 の課題 を協議 して、以下 のよ うな授業の改善 の工夫 を考 えてみた。

aに っいて は、 日頃か ら一人一人の よさをみっけ る場面設定 を教 師サイ ドで作 って い く

ことが必要 であ る。お とな しい生徒や コッコッと努力 してい る生徒 な どは、学級活動 な ど

を利用 してお互 いを認 めあえ る雰囲気づ くりを重視 したい。b・cに っ いて は、係 の内容

にっいて もう一度生徒 を含 あて話 し合 いを持 ち、生 徒が意欲 を持 って活動 す るこ とがで き

るよ うな工夫 を考 えてみ る。そ うす ることによって、班 の中での一 人一 人の存在感 や位 置

づ けを、班員 それぞれが理解 で きるよ うになると考 え る。

《実践 のま とあ》

・お互 いのよ さをみっけよ うとして いる場面が随所 にみ られ るよ うにな り、今後 の活動 に

おいて、お互 いの協力 しよ うとす る態度が期 待で きる。

・一人一人 の考 えを尊重 し、その中で 自分の最 も適 したや りがいのあ る係 は何か を真剣 に

考 え、その係を責任 を持 って実践 しよ うとす る意 気込 みが感 じられた。

・相手 の意 見を しっか りと聞 き、自己の意見を発表す る中で、 自己表現力 と思 いや りの心
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があ らわれて きた。学級活動 での 自主 的な活動 にっ なが ると考え る。

3研 究の ま とめ と今後の課題

(1)研 究 のま とめ

本研究 は、元来教 師の指導計画 ・実践 を反省 し、次か らの よりよい活動 に発展 させ るた め

に行 われ る ことの多 い特別活動 における評価を、 自分 自身の よさを深 く見っ あるための資料

と して、直接生徒個 々の成長 と学級 での活動 にいか に生 かせ るかの研究で あった。

活動 の成果 を総括す る と、次 のよ うにまとめることがで きる。

ア 自己評価、相互評価 の継続的 な実施 による生 徒の変容

・自己 ・相互評価活動 が互 いに作用 し、「自身 のよさを見っ けよ う」 とい う意 欲 が見 られ

るよ うにな って きた。

・「他 のよ さを見 っけよ う」 とい う姿勢 が生 まれ、少 しずっ学 級 の中 に信頼 関 係 が生 まれ

てい った。

・「自分 のよ さを知 る、認識 す る。」 とい う点 で はまだまだ途 中段 階であ る。今後継 続 した

評価 活動が必要だ と考え る。

イ 相互 評価 の公表

・相互 評価 の結果を全体 の場で教師 の援助の もと
、公表 す ることによ って 「自分 のよ さを

他 に認 めて もらいたい」「認 めて くれたみん なのために責任 を持 って活 動 した い」 とい

う欲求 が芽生 え、当番活動、班 内での係活動 が活力 を持 って きた。

・活動前 の学級 の他 を思 いや る温和 な雰 囲気 づ くりに は大変苦労 した。

ウ ー人一 人を生 かす学級組織 の工 夫 と活動 の成果

・学級全員 が班 、学級 の中で小 リー ダーとな りうる学級組織 を生徒 とともに考 えた結 果、

それぞれがその役割 の中で持 ち味を生 か し責任 あ る活動 をす るよ うにな った。

。生徒 の中に は自主 的に係 の活動 内容 を工夫す るなどの発展 も見 られた
。また活動 の 中心

にな った班長 たちが大 き く成長 し自治 的な活動 として の成果 を上 げた。

(2>今 後の課題

我 々教師 に とって大切 な ことは、 どの生徒 に も必ず よさはあ るとい うことを しっか り認識

し、学 級活動 にお いて発見 した生徒 のよさに着 目 し、援助 す ることで ある。 そのために評価

を活用 した活動をす る上 で次 の ことが大切 になって くる。

ア 今 回 は班 とい う比較的小 さな集団 の中で 自分の よさを発揮 して いこ うとい う実践 であ っ

たが、今後、学 級 とい う大集団の中で意欲が もて る活動 に発展 させて い く。

イ 学級経 営の上 で生徒同士が安 心 して、全員 が 自分 ら しさを発揮 で きる 「思 いや りのある」

雰囲気 を作 り出そ うとす る努力 を積極 的に行 う。

ウ 教 師 と生徒 の信頼 関係、生徒 相互 の信頼 関係 を作 り出す 日常的 な努力 と諸活動 の工 夫 を

行 う。

エ まだ 自分 のよ さがわか らない、活動意欲 に欠 け る生徒 に対 して繰 り返 し働 きか けを行 う。

尚、一人一人 の可能性 を引 き出そ う、生徒 の主体的活動を援助 して いこ うという自分 達 教

師 の姿勢 を含 あ、今後 さらな る研究 を していきたい。
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皿 第2分 科 会 「生 徒 の 創 意 を 生 か し、主 体 性 を育 て る生 徒 会 活 動 へ の 援 助 の 工 夫 」

一 学 校 行事 へ の協 力 を通 して 一

1副 主題設定の理 由

生徒 会活動 は、生 徒一 人一人 が活動 の主体 とな り自 らの学校生活 を豊 かで充 実 した もの とす

るために、 自ら進 んで活動 に取 り組 み、学校生活の充実 ・向上 を図 る活動 であ る。 しか し、 生

徒会活動 が教 師主導 であ った り学校全体で組織的 に取 り組 めていなか った りす るな ど問題点 も

少 な くない。そのため生徒一人一人 の生徒会活動 に対 す る関心 や参加意欲 も低 くな り、生徒 会

活動 が、 自発 的 ・自治 的な活動 にな りに くい傾向 もあ る。本分科会 では、 この現状 を解決 して

い くには生徒 の創意 を生 か し、主体性 を育て る援助の工夫 が必要 であ ると考 え、本 副主題 を設

定 した。

2研 究の 内容

(1)研 究構想図

主 題

生徒 の活動意欲を高あ、一人一人 が生 きる特別活動

生徒の現状 と課題
。生徒会活動への関心 ・参加意欲が低 い。
・生徒会活動 と して の行事の取 り組みが

自発的 ・自治的 な活動 とな りに くい。
・生徒会活動が継続的 に学校全体で取 り

組 め る もの にな りに くい。

教 師の現状 と課題
・生徒会活動 にか ける時間数

・生徒会活動 にかか わ る教 師の協力 体制

。学校 の実態 と活動内容 の選択

・生徒会活動 に対す る望 ま しい評価

副 主 題

生徒の創意を生か し、主体性 を育 て る生徒会活動への援助 の工夫
一 学校行事への協力 を通 して一

仮 説

学校行事へ の協力 を通 して、生 徒一人一人 が自 らの創意を生 か した活動 に組織的 に取 り

組む こ とによ って 、生 き生 きと活動 に参加 し、主体性が高 まるよ うになるであろ う。

内容 ・方法
1
⊥

0
6

実態調査 現状と課題を裏づける資料収集及び考察

生徒会活動への援助の工夫 … 生徒の創意を生かした生徒会活動への援助の工夫

㈲ 生徒 会活動 指導実践例 ・・

① 具体 的な考え

② 具体的 な教師 の援助 の方法

③ 評価 の観点 の設定

④ 活動内容の選択
・…… 生徒 の創意 を生か した企画、運 営、実施、評価

① 指導 ・援助 の方針

② 援助の経過

③ 成果 と今後 の課題

まとめ と今後の課題

個人及 び集 団 と しての変容 …… 考察及 び今後の課題
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② 実 態調 査

生徒 会活動 にっ いて の意識調査 によると、生徒会活動 に 「関心を持 たない層」が52%を 示 し、

50%の 生 徒が 「参加意欲 をあま り持 たない」 とい う回答を よせ た。

しか し、学校行 事 に 「生徒会 として計画 の段階か ら参加 ・協力 してみ たい」 とい う生徒 が 、

62%い る。 また生徒会活動 の中 で も文化的活動 を高 める行事や旅行 ・集団宿泊行事 に対 して の

参加意 欲が高 い。よ り多 くの生徒 が体験 を し、取 り組 みの過程 や発表 の場で活動 の喜 びを得 て

い るので ある。

以上 の ことか ら、生徒 の活動意欲 を高 め、生徒一人一人を生かす生徒会活動 にす るため に、

生徒 の活動 の場面 が多 く設定 しやす い学校行事 に内容 を選択 す る ことと、生徒会 として組 織 的

に取 り組 む過程 で、生徒 の創意 を生 かす ことが大切で あると考え られ る。 そ して教 師が この生

徒 の活動 を援助 して い くことで、生徒 の主体性 は高 まって い くであろ う。

《生徒 会活動 にっ いて の意識調査》対象:1年 生594名2年 生663名3年 生674名 全学年1931名

質問1生 徒 会活動 に関心 を持 って いますか。%。5。1。 。%05。1。o

① とて も関 心 を 持 って い る。

② 多 少 、関 心 を 持 って い る。

③ あ ま り関 心 が な い。

④ ま った く、関 心 が な い。

6%口
1年

42%[=]
2年

40%囲
3年

12%■

全学年

質 問2日 常 の生徒 会活動(例 えば委員会活動 な ど)に すすんで参加 した いと思 って います か。

① 積極的 に参加 した い。

② で きる範 囲で参加 したい。

③ あま り参加 した くない。

④ ま った く参加 す る気が しない。

6%口%・

44%〔]1年

35%画 、年

15%■3年

50 100%0

全学年

50 100

質 問3次 の学校行事 の うち、すすんで参加

しよ うと思 う行 事 はどれですか。

%

50

0

入学式 卒業式

学校行事:争 儀式的 →

生徒会行事:

4950

一

40 4035
,

}
28 29

、毛"
}

20
一

婆
訓 787

門 「1目
文化祭 合唱コンクール 運動会 球技大会 水泳大会 対面式 生徒総会 生徒会役員選挙 三年を送る会

← 学芸的 → ← 健康安全 ・体育的 →

← 文化的活動を高める → ← 文化踊 動を高める・日常生活の充葉を図る→

4544
57

遠足 移動教室 修学旅行1地 域清掃

← 旅行・集団宿泊 → 1勤労AfiEEKE

←勤労体験的な活動を高め'る→

質 問4学 校 行 事 に、 生 徒 会 と して 計 画 の段 階 か ら参 加 ・協 力 す る機 会 が あ れ ば 、 どん な か た ち

で 参加 して み た い です か 。%。5010。%0501。 。

①積極 的に計画 に参加 したい。8%口
1年

② で きる範 囲で計画 に参加 したい。54%E]
2年

③少 しな ら計画 に協力 して もよい。29%盟
3年

④ で きることな らや りた くない。9%■

全学年
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13)生 徒会活動 への援助 の工 夫

ア 生徒 の創意 を生 か し、主体性 を育 て るたあの基本的 な考 え

① 生徒 の創意 を生 か し主体性 を育 てて い くためには生徒 自身が気づ き、工夫 し、行動

し、 さらによ りよ いものに しよ うとす る意欲を高めて い くとい う過 程が大切 であ る。

② 体験活動 と話 し合 い活動 は、自 ら解決すべ き課題 に気づ くことを生み、主体 的 に参

加す る態度 を育 ててい くものであ る。

③ 体験活動 と話 し合 い活動 のなか で、一人一人を認め励 ます教師の援助 は、生徒 の意

欲 を高 め る ものにっなが ってい く。

そ こで生徒 会の一 人一 人が互 いに認 め合 い励 ま し合 い、主体 的 に活動 に取 り組 む た め

に、教 師 は集 団や生徒一入一人 を観察 し、実態を把握 した上 で、活動 の指導 ・援助 の方

針 を立 て、適切 な助言 を与 え、生徒 の活動 を援助 して い くことが大切 であ る。

イ 具体 的な教 師の援助 の工夫

① 実態把握 集 団や生徒一人一人が どん な課題 を もち解決 してい こうと して

いるかを把握す る。

錨備糠 勲瓢轡灘 ξを1灘酬 灘嚢
*解 決すべ き課題 〈気 づ き〉

② 全教 師の共通理 解の もとに、活動 の指導 ・援助 の方針を立 て る。

③ 生徒 の意欲 を支 え る活動全 てに、教師 の援助が大切であ ると考 え、体験活動 や話 し

合 い活動 のなかに取 り入 れてい く。

★ 助言 ・指導 ……… 生徒 の課題解決 に対 して適切な助言 ・指導 を してよ い活動 や

発言を賞賛す る。

*活 動計画 の立 て方 ・取 り組み方へ

*活 動計画 を生かす工夫へ

*活 動計画 を実践す ることへ

*生 徒 同士 が認 め合 い、励 ま し合 うことへ

○話し合い活動

○体験活動

j

◎観察法

◎活動記録

★ 準備 ・資料提供 …活動 がよ り効果的 に行 われ るよ うに活動 の進 め方を確認 したり、

必要 な資料等の準備 ・提供をす る。

;鞭 駕 二∵}雛1讐1
★教 師によ る評 価…集 団や生徒一人一人の主体 的な参加 を積極 的 に評 価す る。
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《話 し合 い活動 と体験活動の中で生徒 を評価す る観 点例》

関心 ・意 欲 ・態度

・話 し合 いに積極 的 に参加 して いるか。

・協力 して行 事を盛 り上 げ ようと してい るか。

・自分 の持 って いる力 を積極 的に生 かそ うとして いるか。

思考 ・判 断

・話 し合 いの中で問題 が起 きた場合 、解決す る方法を十分考えて いるか。

・行事 を成功 させ るために全体 の ことを考 えて行動 して いるか
。

・自分 の役割分担 を正 しく把握 しているか。

技能 ・表現

・話 し合 いの中で筋道 をたてて周 りに説明で きるか。

・行事 に計画 の段階 か ら参加 ・協力 し
、企画 ・立案 ・運 営の仕方を身 にっ けたか。

・自分 の持 ってい る力 を生 か し役立 てて いるか
。

知識 ・理解

・学校行事 のね らいを正 しく理解 したか。

・み んなで1っ の ことを決 め る手順 を正 しく理解 したか
。

・活動 の喜 び ・充実感 ・満足感 を味 わえたか。

ウ 活動 内容 の選択

① 生徒会活動 の内容

生徒会活動 を活発 にす るためには以下 のよ うな内容が望 まれ る。

・生徒 の学校生活 と密接 に関係 し、生徒が興味を もって取 り組 める もの。

・各教科で身 にっ けた知識が実践的 に課題の解決 にあて られ る もの。

・集 団の中で生徒 自 らのよさを見 い出 し生 かせ るもの。

・生徒 がお互 いの考えや意見を述べ、共感 や理解 を深 め発展 で きるもの。

・多 くの生徒 が活動の発表の場を もち、その成果 がお互 いに確認 し合 え る もの。

② 教 師の姿勢

生徒 の創意 が生 か された活動計 画のね らいを明 らか にさせ 、適切 に援助 して い く。 さ

らにその過程 において観点 を明 らかに しなが ら活動 に肯定的 な評価 を加 えてい くことが

大切 であ る。

③ 活動 内容 の選択

こ こで は、生徒会活動 が学校行事への協力 と して関われ る ものを取 り上 げる。

・学芸的行事:文 化祭 ・学芸発表会 ・合唱祭 ・展覧会 な ど

・健康安全、体育的行事:体 育祭 ・運動 会 ・球技大会 ・水泳大会 ・マ ラソ ン大 会 など
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(4)生 徒会活動指導実践例

ア 運動会 一A中 開閉会式セ レモニー ・応援合戦 一

① 指導 ・援助 の方針

昨年度 までの本校 の運動会 は、学年別学級対抗 の形式で行われて いた。 しか し、毎 年

1学 級ずつ減少 して い く本校 の実態を考 えてい くとき、学級対抗 とい う形式 を根本 か ら

見直 し、検討 してい く時期 にある。そ こで、今年度 は学級 を縦割 りに し色別対抗 の形 式

を取 り入 れ、生徒全員が学級 の枠を越えた活動 を通 して運動会 を作 り上 げてい くことに

決定 した。その中で生徒 が 自主的 に取 り組む ことがで きる場面 の一 っ と して、開閉 会式

をよ り充実 させ るとともに、本校で は初の試 みの応援 団を組織 し、実行委員 会が 中心 と

な って企画 、運営 を行 い、運動会 を側面か ら盛 り上 げる活動 を した い。

ね らい ・『誰 もが喜ん で参加 でき、一人一 人が生 か される楽 しい運動 会』 にす る こ とを 目

指 して、生 徒が運動 会の中心 になるよ うな組織的 な活動 をす る。

・生徒、教員、地域 が一体 とな って運動会 を創造的 に作 り上 げる喜 びを味 わい、 連

帯感を持て る もの にす る。

・学年の枠を越え た集団の団結力 のすば らしさや美 しさを理解 で きるよ うにす る。

組織

実行委員会

拡大会議

担当職員

職員会

生徒会役員

十

運動会実行委員

事 務 局 係 分 担 、進 行 、練 習 、 目標 、 反 省

宣 伝 ・演 出 係:ポ ス タ ー、 マ ス コ ッ ト、 装 飾

種 目係.プ ロ グ ラ ム、選 手 名 簿 、 種 目 の調 整

企 画 係 開 閉 会 式 セ レモ ニ ー

応 援 係 応 援 団 指 導 、 ル ー ル

② 援助の経過

活動内容 生 徒 会 役 員 の 活 動 教 師 の 援 助

実態把握 ・今年 の運動会 に期待す る もの は何 か。 ・意欲 を高 め る課題 の提 供

6月
・どん な形 式 に した いか 。 ・ ビデ オ学 習

・自分 達 が で きる もの は何 か 。

組織 づ くり
・一人一役 の役割分担 ・資料提供

・実態 に合 った組織 の工夫 「昨年 度の運動 会か ら」

a実 行委員会

b色 別学 級:50mの タイ ム順 に、 全 学 年

を色 別 に4チ ー ムに分 け る。
7月
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ス ローガ ン

づ くり

拡大 会議 の

設 置

・『輝 け心 競 え技 燃 やせ身体

・自由 な発想 で課題を考 え る。

・役員会で共通理解す る。

・各係 のチーフ原案提出、担当教 師 との会議

。広報活動:「 運動会 ニュース」に よる全校

生徒へ の伝送

築 け新 たな伝統を 一 」

活動 内容例:応 援 係

a視 聴覚による学習:応 援団とはどのようなものか、役員 と

応援団全員で2校 の応援を鑑賞、イメージを描 く。

基本演技、自由演技についてルールを決定す る。

練習の指導:基 本演技の定着を図る。

応援団の声により全体の運動会に対する意識を高める。

応援 リハーサル:自 由演技の言葉だけの リハーサルと踊 り

をっけ本番同様の リハーサルを全員で行 う。

・「ね らいは何か」

・各係 間の連携 を図 る。

・助言 ・指導

・決 定内容

職員会議 に提案 、承認

・開 会式:色 別 スロー ガ ン発表 、聖 火 ラ ンナー

に よ る生 徒 同士 の 呼 び か け合 い 。

・応 援 種 目4分 野 を コ ンクー ル形 式 で行 う。

基 本 、 自由演 技 、競 技 中 、 マ ス コ ッ ト

・閉 会式:「4っ の拍 手 」 一 人一 入 の活 動 を

認 め合 う。 自己評 価 、相 互 評 価 をす る。

・資料提供

・練 習 時 間 の確 保:基 本 演

技 の練習 を昼休 みに設定

・基本演技 の型 を教 え る。

・呼 びかけ、励 ま し、指導

・必要 に応 じて個別 指導

・応援 の口上 と内容 へ助言

・活動 に対す る賞賛 的評 価

・来年度 の課題に気づかせ る。

③ 成果 と今後 の課題

今 までの運動 会で は、開閉会式 の企画 ・運営 が主 だ ったが、応援 が加 わ ったこ とと色

別 のチームに分かれた ことにより、学級 ・学年 を越 えた集 団がで き上級生 ・下級生 の関

係 を今 まで以上 に深 め ることがで きた。特 に3年 生 は積極的 に リー ダー シ ップを発揮 し

1、2年 生 もフォロアーシ ップを とるな ど積極 的な交流 がで きた。調査結果 か ら、

・自主 的に協力 で きた。

・計画 か ら参加 、協力 で きた。

・計画 か らの参加 を通 して、充実感 ・満足感 ・活動 の喜 びを感 じた。

その中で も特 に、活動 の喜 びにっいて は、役員 の ほとん どが 「感 じた」 とい う回答 結

果 であ った。また、学年 がすすむにっれてよい結果 がでてい る。生徒 の作文 か らも

・学年 を越 えた協力 がみ られた。

・他人 の ことを よ く考えて協力 し合 うことがで きた。

・今 まで とは違 う前 向 きな気持 ちで運動 会に参加 す ることがで きた。

等 、生徒 の意識 が向上 した ことが うかがえ る。

今後 の課題 と して、 この色別学級 の組織 を年間計画 へ位置づ け、教職員及 び保護者 の

理解 ・協力 を得 ることに より、実践 的な活動 に深 めてい くことが必要 であ る。
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イ 文化祭 一B中 開会セ レモニー ・本部企画 一

① 指導 ・援助 の方針

本校 は行事 が盛 んであ り、生徒 も熱心 に取 り組むが、協力組織 であ る生 徒会 は与 え ら

れた仕事 を こなす のみの状態 にな ってい る。特 に 「む らさき祭」 とよばれ る文化祭 にい

た って は役員会の仕事す らない状況 であ ったために、当然生徒 の満足感 も低い ものになっ

て いた。そ の原因を考えてみ ると 「原案 が決定済み のため、生 徒の発想の生 き る余 地 が

な く、 自主性 の生かせ る場面が ほとん どない」 ことであると思われ る。

そ こで、本年度 の文化祭 は原案の作成段階か ら生徒の意見を取 り上 げ、実行委員 会 と

生 徒会を強力 にタイア ップさせてみた い。

ね らい ・学 校 にお ける日常の学習や活動 の成果 を発表 、展示す る ことによ り、生徒相 互 の

発表力 を高 め合 う。

・生徒 の発表、展示を鑑賞す る態 度を養 う。

・生徒会役員 と実行委員を中心に組織 的 自治的 な活動 を育て る。

組織

職員会 担当職員 実行委員会

企画委員会:原 案作成

生徒会役員+実 行委員三役

担当職員

拡大中央委員会

各参加団体

セ レモ ニー係

ユ ニセ フ係

バ ザ ー係

進行係

会場係

② 援助の経過

活動内容 生 徒 会 役 員 の 活 動 教 師 の 援 助

実態把握 ・全校生徒対象 の実態把握 ア ンケー ト集計 、 ・文化 祭全体 の原案を企 画委

9月 結果報告 員 会で考 え る。

a生 徒 主 体 の取 り組 み に な って いな い。 ・資料提供

b生 徒 の発想 を生かす場面 が ない。

・ア ン ケ ー ト分 析 ・実態把握

課題把握 ・「ね らい」 を ど こ にお くか 。 ・ど うい う 「む らさ き祭 」 に

・「む らさき祭改革元 年」 と称 して生徒 会役 した い か 。

員、実行委員会全体 の文化祭 に切 り替える。 ・企 画 ・運 営 に可 能 な部 分 は

・具体 的 に何 を改革す るか。 どこか気 づ きを促 す。

組織 づ くり ・中央委員 会での係希望聞 き取 り ・希望制 の意義説 明

・係決定、原案 決定 ・職員 会議原案 提案、承認
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めあて

づ くり

活動 内容

・全校生徒対象 テーマア ンケー ト実施、集 約

決定

・本部企 画検討 、具体化

生徒主 体の取 り組み

本部企画 テーマを決 め 昨年 度 までテ ーマ はなか った。

本年 度 テーマ 『自由 と平和 ってなんだろ う』

・問題提起

・提案のね らい、方法 、条件

等を検討、助言 、励 ま し

開 会 セ レモ ニ ー

ビデ オ、 寸 劇 、 ユ ニ セ フ協 会 に よ る講 演 会

16㎜ 映 画 「わ た した ちを 忘 れ な いで 」

チ ャ リテ ィーバ ザ ー:ユ ニ セ フ協 会 へ 寄 付

中 央 委 員 会 を通 じて の係 分 担

教科 か ら学級展示 への転換 「学級 の取 り組 み も大切 」

学級参加 の呼びかけ … 展示 、舞台 に5学 級 の参加

1月

実践

評価

・本部 企 画 と して の セ レモ ニ ー内容 決 定

画

備

企

準

●

●

・実 施

セ レモ ニー脚 本 ・練 習

ス タ ッフ ・キ ャ ス ト選 出

バ ザ ー出 品 ア ンケ ー ト ・準 備

ユ ニ セ フ訪 問 ・協 力依 頼 ・学 習

・全校生徒対象 ア ンケー ト実施、集計

・自己評価 ・相互評価

・実行委員会反省会 、朝礼

・テ ー マ に沿 った セ レモニ ー

企 画 に な るよ う助 言

・本 筋 を は ず さ な い よ う

開 会 セ レ モ ニ ー か らの っ

な が りを助 言 ・指 導

・「全 体 と して 盛 り上 げ に欠

けるの は なぜ か」 問 いか け

・職員会議提案、承認

・助言 ・指導

・活動 に対す る賞賛 的評 価

・反省 資料提示

・来年 度の課題 に気づかせ る。

③ 成果 と今後 の課題

自分 たちの力 で企画 ・運営 をす る部分 を与 えた ことで生徒の主体性が育 ち、一人一 人 が

生 き る結果 にな った。今回 は本部企画 として の開会 セ レモニー及 びそれに続 くユニセ フバ

ザーの企画 ・運営 を生徒会役員 が主体 とな って実行委員 と共 に実践 した。観察 と調査 結 果

か ら以下 の ことがわか る。

体験活動 ・学校行 事のね らいや 目的を正 しく理解 で きた。

・協 力 して行事 を盛 り上げよ うと し自分 の役割 を考 えて行動 で きた。

・企画段 階か ら参加 して、充 実感 ・満足感 を得 た。

話 し合 い ・積極的 に参加 しよ うと した。

・企画委員会で は気づ いた ことを意 欲的 に生 か し原 案 、本 部企 画 検討 を行 っ

た。 しか し、実行委員会で は企画委員会 の提案 に対す る承認 の形 になって し

まい、気づ きはあま り生かせ なか った。

今後 の課題 として、生徒 の過度 の負担を避 けるたあ準備 日程 の早 期計画が必要で あ る。
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ウ 学芸発表会 一C中 展示 ・舞台発表企画 一

① 指導 ・援助 の方針

学校行事 への取 り組 みで活動計画を立てて実施 す ることが多 く、生徒会組織 は活発 に動

いてい る。 しか し伝統 として 引き継 いで い く参加 が多 く、 自分達 で課題 を見 つ け考 え を生

か し解決 してい こうとい う経験 が少 ない。 また生徒 の意識 も薄 い。

『学芸 発表 会でで きることは何 か』 とい う課題 に気づ き、話 し合 い活動 を通 して一 人一

人 の 「生徒 の創意 」を生か し解決 に取 り組む実践 を、企画 か らの援助 に工夫 を して実施 し

たい。

ね らい ・行事 を通 して豊 かに感 じる心を磨 き、文化を創 りあげ るカ を身 にっ ける。

・毎 日の学校生活 で身 につけた知識をすすんで発表 し、表現 す るカを育て る。

・協力 して取 り組 み、自分 のよさを生か し目標 を達成 す る喜 びを知 る。

組 織 実行委員会

役員会+委 員長 生徒会役員会+学 芸発表委員会 職員会

企画部:活 動 計画 ・発表 内容計画 ・運営 ・指揮

情 宣部=企 画部か らの情報広報活動

装飾部:発 表 計画 に基 づ く装飾計画 ・実施

指揮 一

} 生徒協議会 }

ヒ

参加団体

,

② 援助の経過

活動内容

実態把握

6月

組織づ くり

課題把握

9月

て

づ く り

生 徒 会 役 員 の 活 動 教 師 の 援 助

・どうい う内容 に したいか。

・役割分担 として何 ができるか。

・生徒 が主体的 に参加で きる活動 とす るため

実態 にあ った組織 の工夫

一 昨年の反省 と今年 のね らいか ら 一

・課題:『2日 間を充実 させ るため

何がで きるか』

・役員会 で課題 を共通理解す る。

。ス ローガ ンか らテーマへ

『創造 一 新 しい伝統 は僕 達 か ら 一 』

・実 態 把 握

・意欲を高あ、課題 を提供す る。

・資料提供:昨 年 度 の取組 み

・「ね らいは何か」を問 いかけ

・生徒 の気 づ きを促す。

・企 画 ・運営 に参加 す る意 義

の説 明

活動内容 の具体化 … 課題 に基づ いた活動計 画、活動 のね らいの明確化 …

・生徒協議会 での参加団体呼 びか け

・プログラムの作成

・参加 団体代表者 の協 力に よる展示

・展示 ガイ ドの作成、集 計

・生徒 会組織 を活性 化 す る
。

・課題 の呼 びか け

・ 「役割分担 できる ことは何

か」を問 いか け
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・展示計画作成

・舞台計画作成

・開閉会式 ・セ レモニー企画、運営

・学級へ協力依頼、役割分担

・下校指導 な ど全企画 の管理

。展示鑑賞 のね らいを例示す

る。

・よい活動 に賞 賛的評価

・反省会 を必 ず行 い、 自己評

価力 を育 て る。

活動計画

作成

10月

実践

11月

評 価

・活動 を無理 な くこなせ る計画を心 がけ る。

・展示発表 ・舞台発表

・展示発表:ガ イ ドか ら見学状況 を知 る。

・舞台発表:開 閉会式の言葉で認 め合 い、

成功 を讃 え合 う。

・反 省 ア ンケー ト実施 、集計結果 を知 るσ

・広報活動:実 行委員会 だよ り

・集 会活動:朝 礼

・役員会 と学級 の交流会 ・実行委員会反省会

・日常 の生徒会活動1委 員会 の活性 化

・話 し合 い活動 に助言 ・指導。

・生徒 の気づ き、考 え を大 切

に し、 ね らいをお さえ る。

・職員会:提 案 ・承認

a指 導 ・援助 の方針 、姿勢

b生 徒の活動内容 ・計 画

・よい活動 に賞賛 的評価

・自己評価 ・相互評 価 の資料

提示

・今後の活動への課題に気づかせる。

③ 成果 と今後 の課題

学 校行事へ の取 り組 みの中で、 自分 で気づ き、考え工夫 して解決 し行動 す る生徒 の活動 を

援助 した。「生徒 の創意 」を生 か して、学校行事 に企画か ら参加 す るこ とは生 徒 会役 員 だ け

でな く実行委員 や全校生徒 に も主体性を育て ることにな り、生徒 の学校行事 に参加 ・活動 す

る意 欲を高 あ、個性や能力 を創造的 に発揮す ることに もな った。生徒会役員対象 の観察 と調

査結果 か ら以下 の ことが わか る。

体験活 動 ・協力 して行事を盛 り上 げ自分の力 を積極 的に生か そ うとした。

・行事の成 功 のために全体の ことを考 えて行動 した。

・ね らいを正 しく理解 し、活動の喜 び ・充実感 ・満足感 を得 た。

話 し合 い ・積極 的に参加 した。

・課題 に気 づ き、解決 す る方法 を十分考 えていた。

また、生 徒の作文か らは、次の ような反省 がみ られた。

・生徒全 員で参加 し、生徒会 や実行委員 とと もに自分達で作 り上 げた とい う充 実

感 や満足 感が感 じられ、それが見 ている人 に もよ く伝わ った。

・みんなで1っ の ことを決め る手順 を正 しく理解 し、考 えや意見 を生 かせた。

・計画 か ら参加 ・協力 し、企画 ・立案 ・運営の仕方を身 につ けた。

今後 の課題 と して、学校行事 の特質 を生 か して生徒会活動を適切 に年問指導計画 へ位 置 づ

け ること、教 師側が生 徒の主体性 を育 てよ うとす る姿勢を常 に もっ ことが あげ られ る。
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3研 究の ま とめ と今後の課題

生徒 の創意 を生 か し主体性 を育 て る生徒会活動 にす るために教 師は何 を援助 して い くこ とが

望 ま しいかを重要 な視点 に して検討 して きた。 まず、生徒 会活動 の特質 をふ まえ た上 で、 「学

校行事へ の協力」 を通 して生徒会 が主体的 に活動す る場 を設定 した。そ して、生徒一 人一 人が

意欲 を もって積極的 に活動 で きるよ うにす るために、生徒 の創意 を生か し全教 師の共 通理解 の

もと組織 的に取 り組 ませ ることを行 った。 また、活動 内容 の選択 にあた って は、学校 行事 とい

う実際 の体験 や話 し合 い活動 を取 り上 げ、生徒一人一 人が 自発 的 ・自治 的に活動 して いる と実

感で きるよ うに援助 した。

このよ うな生徒会活動 を展開す る ことによ り、生 徒が 自分 たちの力 でや ってい るのだ とい う

意識が高 ま り、満足 感 ・充実感 が得 られて主体性が育 ってい くのではないか と考えたのである。

特 に、本分科会 にお いては、実践 の段階で実態把握 、助言 、指導 、準備 、資料提供 、評価 と

い う援助 の過程 を とり、その中で生徒 の活動を観察、記録 した。

その実践 の中か ら、以下 の成果 が得 られ た。

・企画段階 か ら、原案 を教 師 と生徒 で作成 し、その中で生徒 は自分 の意見 が実現 して い く と

い う喜 びを得 た。

・自分達 の企画 が実現 で きるとい う喜 びか ら、積極 的に話 し合 いや活動 に参加 しよ うと い う

意欲 が高 ま ってい った。

・一人 の生徒 が課題 に気 づ くことか ら始 まって、課題 が生徒 の話 し合 いの中で深 め られ、集

団 の ものにな り、生 徒 は、共通 の課題 として実感 す ることがで きた。

・意欲 の乏 しい生 徒 も、周 りの生徒 の頑張 りを見た り、適切 な教 師 の助言 によ り、 「自分 も

や らな くて はな らない」 と感 じ、積極的 に参加す るよ うにな った。

。生徒 のお互 いの励 ま し合 いか ら、集団で何か に取 り組 む ことが、すば ら しいこと、楽 しい

ことだ と知 ることがで きた。

また、今後 の課題 として、以下 の ことが あげ られ る。

・教師が提供す る資料 は、活動 内容 に対 して、適切 であるか どうかを十分吟 味す ること。

・生徒会担 当教師 と学級担任 との連絡を密に し、連携 を図 ることで、生徒 の話 し合 い活動 や

体験活動 を活性化す ること。

・今後 、時間的 な制約 が予想 される中で、活動 が生徒 の実態 に合 わせ て無理 な く進 め られ る

よ うに生徒会役員会 や実行委員会 の定例会がで きるよ うな時間 の設定 をす ること。

・生徒会活動 が、学校行事への協力を通 して 自発的 ・自治的 な ものとなるよ うに、助言、 指

導 の方針 を早期 に立て、生徒会組織 を活 用 しなが ら、年間 の計画 の中へ位置 づけ ること。

これか らの生徒会活動 の実践 にお いて は、生徒会活動 の内容 として何 をどのように行 ったか、

そ して生徒 がどのよ うに活動 したのか に加 えて、指導者 である教師が どのよ うに関 わ って い く

かが大切 な課題で あると思われ る。
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